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はじめに 研究目的
• 藤枝市では第6次総合計画(2021)、藤枝旧市
街地総合再生基本計画(2022)を通じて，商店
街の裏道をはじめとした公共空間の高質化や
風情ある川沿いの景観向上・整備等に取り組
み、蓮華寺池公園から周辺商店街等への回遊
性向上を図ってきた。

• 静岡大学は，令和5年度に藤枝市の助成を受
け，旧市街の回遊性向上に資する研究を実施
した。その一環で住民WSを行った結果、
「歴史まちあるきの活性化が必要」という住
民の声を得た。

（研究の目的）
• 2024年度は「ウォーカビリティー」「地域
の活性化・ブランディング」をキーワードお
よび目的とし、特に歴史に注目をしつつ、学
生の参画も含めながら研究を遂行する。



研究内容 藤枝市の歴史観光

• 藤まつりをはじめとする数多くのお祭りが特徴

• 特産品，名所を巡るツアーも多数

• お祭り＝非日常のイベントを通じた交流機会は充実し
ている

• 歩くという日常的な行為という観点でみると、東海道
沿い（宿場）では日本遺産をテーマにした観光などが
ある。Stroly，（デジタル）スタンプラリーを中心と
した歴史街歩きが可能。

• しかし、歴史観光マップが誰でも手に届くように配布
されていない，東海道宿場としての歴史的魅力が十分
に堪能しきれない，など課題もある。

• また，「藤枝は観光地じゃない」という認識，歴史的
な町割についても課題があることがわかった。



歴史街歩き＝地図が必要（歴史地理・ぶらたもり）

東京

長野県松本市 愛知県豊橋市
出典：小島豊美・JHICO1632年 1862年 1912年 現在

「お城のまち」（松本市）
→歴史地図→ジオラマ・歴史街歩き

八丁堀
（中央区）
（中央区立郷土資料館2023. 大八丁堀展
～よみがえるまちの歴史～）

ディズニーランド（大三角）

↓クリアファイルを販売（2020年）



歴史地図の普及

透明地図はニッチすぎるが今でも販売されている（江戸
開府400周年＝2003年の事業）

ハンカチ、クリアファイル(前掲)などが手に取りやすい



歴史街歩き開発に向けた地図資料

東海道分間延絵図（1806）

藤枝宿往還家並絵図（1842）



A)フィールドワークとGISによる変形

•フィールドで町割りの
痕跡
＝街路，水路，橋の痕
跡を探して位置情報を
取得する（GPS）

•取得した位置情報を基
に，東海道分間延絵図
を現代の地図に貼り付
ける（ジオリファレン
ス）
※東海道沿いのみ

OpenStreetMap

https://www.openstreetmap.org/copyright


B)フィールドワークによる建屋の推定

OpenStreetMap

https://www.openstreetmap.org/copyright


GISによる町割検証：19町12間

OpenStreetMap

https://www.openstreetmap.org/copyright


成果 町割りの検証

藤枝市(2019)図説藤枝市史に筆者加筆



民俗学の視点から

•藤枝市を初めて訪れる外部の研究協力者（ラボ
ラトリ文鳥・田辺裕子氏）とともに、歴史的町
並みを意識しつつも、先入観を持たずに歩き
回った。

⚫まちあるきで得た気づき（一部）

✓現在すでに整備されている蓮華寺池公園周辺
に加え、飽波神社～蓮華寺池～田中城あたり
を訪問客が回遊するよう、誘導する仕掛けが
必要なのではないか。

✓具体的には、歴史研究の成果を活用し、ス
トーリーをつくることも考えられる。例えば
城に通う下級武士が歩いていた道を体感する
ストーリーなどはどうだろうか？



成果と課題

１）ウェブGIS上でうごく歴史地図は作成できる
• 東京での歴史街歩きに使われるmapmap.tokyo主宰者山本氏を招聘し，歴
史地図のGIS作業プロセス、オープンデジタル化（タイル表示の提供）に
ついて情報提供を得た。

• 自分たちで歴史地図をつくる工程から取り組む必要性がある。この点につ
いては今後、地元の中高生を交えてクラフトマップ的に取り組みたい。

２）古地図の復元（途上）
• 藤枝の東海道分間延絵の区間を現代の地図に重ね合わせ、歴史を可視化す
るという方法をとった。しかし、町割りの区界が不明などの課題が残った。

• 今後、旧版地形図，都市計画図などの実測図を積算する歴史地理学的な地
図の重ね合わせの手法を用いて検討する必要があることが判明した。

３）藤枝宿歴史街歩きの可能性 まちをあるく
• 将来的には、歴史地図を片手に歩き回り、宿場町ならでは細かな区割り、
曲がりくねった道などから歴史の片りんを感じ取る歴史街歩きができるよ
う研究的な側面から整理したい。

• これを踏まえて、「城に通う下級武士が歩いていた道を体感する」などの
特色を持たせた日常的な歴史街歩きもありえる。



市への提言

• ウォーカブルなまちづくりを推進するにあたって，青森県
弘前市は人口規模が藤枝市と近く、また大学との関係を大
切にする「学都」的な性格も共通しており、藤枝市の関係
人口や教育を踏まえた街づくり推進を行う上で参考となる
可能性が高い。

• 青森県黒石市は人口3万人を切る小規模自治体だが、同じく
城下町であり、歴史資源を活かしたまちづくりを進めると
ともに，ウォーカビリティーを意識した新市役所庁舎と新
たな交流施設（「よこまち交流館」）が開設されたことで、
新たに子どもたちの歩行導線がみられた。

• 住民主体の歴史まちづくりについては，南木曽町では戦後
の社会教育を中心とする住民自治の取り組みが実を結んで
いる。近年では松本市に注目が集まっている。豊橋市内の
宿場町は歴史地図をクリアファイルにして販売しており，
教育現場でも観光でも手に取りやすくしている。
これらの取り組みは参考になるとともに、歴史ウェブでの
提供として、藤枝市GISに歴史地図を実装することも考え
られる。また、歴史地図ハンカチなどはお土産としても価
値がある。
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